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フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
（
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
　

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
は
、
誰
で
も

知
る
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
王
国
日
本
を
代
表
す
る
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
ロ
ボ

ッ
ト
は
全
世
界
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、
性
能

は
折
り
紙
付
き
で
あ
る
。
そ
の
技
術
力
は
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
創
業
以
来
か
ら
の
Ｎ
Ｃ
や
サ
ー

ボ
の
優
れ
た
基
本
技
術
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
歴
史
は
長
い
。
長
い
歴
史
の
中

で
、
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
ロ
ボ
ッ
ト
は
１
０
０
万
台

が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
経
営
幹

部
の
Ａ
氏
は
、
『
50
万
台
売
る
の
に
40
年
か

か
っ
た
が
、
直
近
６
年
間
で
50
万
台
が
売
れ

た
』
と
語
っ
て
い
る
。
直
近
６
年
間
で
急
速

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
衝
撃
の
事
実
を
も

と
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
需
要
の
全
貌
と
未
来
予
想

を
解
明
し
て
み
た
い
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
１
０
０
万
台
販
売
実
績

は
、
全
世
界
販
売
の
総
数
で
あ
る
が
、
前
半

40
年
間
の
50
万
台
は
、
国
内
や
米
国
需
要
が

貢
献
し
て
い
る
が
、
後
半
６
年
間
の
50
万
台

は
中
国
需
要
を
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
１

０
０
万
台
の
主
要
顧
客
は
大
手
製
造
業
で
あ

っ
た
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
す
る
業
界

は
、
主
と
し
て
自
動
車
産
業
と
電
機
産
業
で

あ
り
、
こ
の
二
大
産
業
の
発
展
と
軌
を
一
に

し
て
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
は
発
展
し
て
き
て
い

る
。
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
日
本
の
自
動
車
や

電
機
の
大
手
工
場
は
、
世
界
に
先
立
ち
積
極

的
な
自
動
化
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
の
旺
盛

な
自
動
化
需
要
を
背
景
に
、
日
本
は
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
台
数
で
世
界
一
に
輝
い
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
こ
の
輝
か
し
い
歴
史
も
台
頭
す
る
中

国
に
よ
り
急
変
し
た
。
10
年
前
ま
で
は
日
本

が
第
１
位
、
米
国
が
第
２
位
、
中
国
が
第
３

位
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
中
国
が
圧
倒

的
な
第
１
位
に
な
り
、
日
本
は
辛
う
じ
て
第

２
位
に
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
中
国
と
の
差

は
３
倍
以
上
に
広
が
っ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

需
要
の
座
は
日
本
か
ら
中
国
へ
と
移
っ
て
し

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
フ
ァ

ナ
ッ
ク
ほ
か
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
世
界
的
活
躍
は
依
然
と
し
て
強
力
で
あ

り
、
世
界
シ
ェ
ア
の
６
割
程
度
を
日
本
勢
が

占
め
て
い
る
。
日
本
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
王
国
」

で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
こ
で
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
中
国
需
要

の
急
速
台
頭
と
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
触

れ
て
い
き
た
い
。
自
動
車
・
電
機
の
各
大
手

企
業
は
、
日
本
と
中
国
で
は
全
く
違
っ
た
自

動
化
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
の
工
場

の
歴
史
は
古
く
、
レ
ガ
シ
ー
設
備
を
更
新
し

つ
つ
自
動
化
（
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
）
を
進
め
て

き
た
が
、
中
国
で
は
い
き
な
り
デ
ジ
タ
ル
化

・
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
武
器
と
す
る
巨
大
工
場
で

の
大
量
生
産
を
行
い
、
低
価
格
競
争
を
強
み

に
旺
盛
な
中
国
国
内
市
場
で
の
市
場
獲
得
競

争
に
加
え
、
世
界
市
場
へ
の
進
出
を
行
っ
て

い
る
。
近
年
の
中
国
製
造
の
自
動
車
や
電
機

を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
40
年
で
50
万

台
の
販
売
実
績
が
、
た
っ
た
６
年
で
50
万
台

販
売
し
た
背
景
に
、
中
国
需
要
が
あ
っ
た
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
先
、
６
年
先
の

予
測
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
　
フ
ァ
ナ
ッ
ク

社
内
で
ど
ん
な
青
写
真
を
描
い
て
い
る
か
は

知
る
由
も
な
い
が
、
今
後
数
年
で
、
１
０
０

万
台
、
い
や
２
０
０
万
台
と
い
っ
た
強
気
の

成
長
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
と
し
て
も
何
ら
不

思
議
で
は
な
い
。
で
は
、
需
要
先
は
ど
こ

か
？
中
国
経
済
は
明
ら
か
に
峠
を
越
え
て
下

り
坂
。
欧
州
の
製
造
業
界
は
厳
寒
期
に
入
っ

て
お
り
、
好
調
で
あ
っ
た
米
国
経
済
に
も
黄

色
信
号
が
と
も
っ
て
い
る
。
世
界
経
済
は
明

ら
か
に
成
長
鈍
化
の
兆
し
が
見
え
る
中
で
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
需
要
だ
け
が
急
拡
大
す

る
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
国

内
を
中
心
に
「
膨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
需
要
」
の

存
在
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

需
要
と
は
、
中
小
企
業
で
の
多
品
種
少
量
生

産
を
自
動
化
す
る
強
力
な
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
大
手
企
業
・
大
量
生
産
の
需
要
が
ベ
ー

ス
で
あ
る
が
、
中
小
製
造
業
の
多
品
種
少
量

生
産
に
お
け
る
自
動
化
の
ニ
ー
ズ
は
、
人
手

不
足
を
背
景
に
各
企
業
の
生
き
残
り
の
た
め

の
必
需
品
と
し
て
の
切
望
さ
れ
て
い
る
。
周

知
の
通
り
、
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は
急
激

な
減
少
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
１
９
９
５
年

の
８
７
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
こ
れ
か
ら

６
年
後
の
２
０
２
９
年
に
は
、
実
に
１
７
０

０
万
人
の
減
の
７
０
０
０
万
人
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
80
％
以
上
の
中
小
企
業
で
の
就
業

者
の
減
少
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で

あ
り
、
１
０
０
０
万
人
以
上
の
ロ
ボ
ッ
ト
代

替
需
要
が
潜
在
し
て
い
る
。
こ
の
需
要
に
対

応
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
（
コ

ボ
）
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
を
は
じ
め
、
日

本
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
現
在
積
極
的
に

コ
ボ
に
参
入
し
て
い
る
。
従
来
、
コ
ボ
の
市

場
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ

ッ
ト
と
台
湾
の
Ｔ
Ｍ
（
テ
ッ
ク
マ
ン
）
ロ
ボ

ッ
ト
が
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、
日
本
の
ロ

ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
影
は
薄
か
っ
た
。
し
か

し
今
後
の
コ
ボ
の
最
大
需
要
国
は
日
本
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
日
本
の
ロ

ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
、
中
小
企
業
需
要
を
掘

り
起
こ
し
、
中
小
製
造
業
が
多
品
種
少
量
生

産
で
の
コ
ボ
化
を
徹
底
推
進
す
る
こ
と
が
、

日
本
再
起
動
の
要
で
あ
る
。
今
回
は
、
中
小

製
造
業
の
コ
ボ
活
用
に
よ
る
具
体
例
を
寄
稿

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
再

び
延
期
し
、
次
稿
で
詳
報
す
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●104●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
ロ
ボ
ッ
ト 

100
万
台
実
績
の
衝
撃 

【
コ
ボ（
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
）元
年
へ
の
期
待
】

　
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４
に
行
っ

た
。
会
場
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
行

政
、
大
学
な
ど
来
場
者
や
参
加
者
に
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
格
好
を
し
た
若
い
人
の
姿

が
多
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
新
し
い
経
済
圏

や
文
化
が
少
し
ず
つ
構
築
さ
れ
て
き
て

い
て
、
い
か
に
既
存
の
産
業
と
こ
う
し
た
新
し

い
産
業
を
融
合
さ
せ
て
次
の
進
化
に
つ
な
げ
る

か
。
普
段
の
産
業
系
の
展
示
会
と
は
雰
囲
気
が

異
な
り
、
新
鮮
な
発
見
を
味
わ
い
つ
つ
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
▼
一
方
で
、
昔
な
が
ら
の
電

子
部
品
や
電
子
機
器
な
ど
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

業
界
の
出
展
企
業
は
減
っ
て
い
て
、
多
く
の
ブ

ー
ス
が
パ
ネ
ル
や
コ
ン
セ
プ
ト
展
示
に
な
っ
て

い
て
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
リ
ア
ル
の
展

示
会
の
良
さ
は
、
お
目
当
て
の
ブ
ー
ス
に
行
っ

て
実
物
を
見
て
、
そ
の
領
域
を
専
門
に
し
て
い

る
技
術
者
や
営
業
担
当
な
ど
詳
し
い
人
と
話
し

て
狭
く
深
く
情
報
を
ゲ
ッ
ト
し
た
後
、
会
場
内

を
ブ
ラ
つ
い
て
目
に
つ
い
た
ブ
ー
ス
や
展
示
品

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
広
く
浅
く
情
報
を
仕
入
れ

ら
れ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
実
物
の
な
い
パ
ネ
ル

や
コ
ン
セ
プ
ト
展
示
で
は
見
て
触
る
楽
し
み
が

少
な
く
、
現
場
で
の
活
動
量
も
減
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
と
さ
ほ
ど

変
わ
ら
ず
、
時
間
を
か
け
て
足
を
運
ん
だ
意
義

を
考
え
て
し
ま
う
。
ま
た
心
に
も
残
り
に
く

く
、
響
き
に
く
い
。
特
に
産
業
系
の
展
示
会

は
、
新
製
品
や
技
術
、
コ
ン
セ
プ
ト
発
表
会
で

は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
、
商
談
会
と
捉
え

て
い
る
の
で
、
余
計
に
そ
う
感
じ
た
の
か
も
し

れ
な
い
▼
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
リ
ア
ル
展
示
会

が
復
活
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
の
開
催
が
多
く
な
っ
た
。
リ
ア
ル
は
出
展
者

も
来
場
者
も
手
間
が
か
か
り
、
万
人
は
集
め
ら

れ
な
い
が
、
来
た
人
と
は
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
手
軽
で
多

く
の
人
を
集
め
ら
れ
る
が
、
閲
覧
者
と
の
関
係

性
は
遠
く
薄
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
展
示

会
、
新
規
客
の
獲
得
や
顧
客
と
の
関
係
性
強
化

に
は
何
が
有
効
か
？
　
答
え
は
ま
だ
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、

リ
ア
ル
も
オ
ン
ラ
イ
ン
も
手
段
は
ど
う
で
あ

れ
、
来
場
者
・
閲
覧
者
に
何
か
し
ら
の
良
い
刺

激
を
与
え
、
印
象
に
残
る
こ
と
を
提
供
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
展
示
会
と
い
う
と
リ
ー
ド

の
数
を
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
が
ち
だ
が
、
そ

れ
は
自
社
都
合
で
あ
っ
て
顧
客
目
線
に
立
っ
て

い
な
い
。
本
当
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
自
社
の
利
益
と
顧
客
満
足
の

両
立
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
展
示
会
は
、
誰
も

が
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
展

示
会
。
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
こ
う
。

アフターコロナの展示会のあり方とは？　自社の利益と顧客満足のハイブリッドを目指せ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
11
月
１
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
11
月
８
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

　
安
川
電
機
は
２
０
２
４
年

２
月
期
上
半
期
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

９
・
７
％
増
の
２
８
８
９
億

７
８
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
５
・
８
％
増
の
３
３
０
億

６
２
０
０
万
円
、
純
利
益
は

３
・
５
％
増
の
２
４
７
億
３

１
０
０
万
円
の
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

売
上
高
は
12
・
９
％
増
の
１

３
６
９
億
円
、
営
業
利
益
は

29
・
３
％
増
の
２
０
４
億
２

１
０
０
万
円
。
売
上
全
体
に

占
め
る
割
合
は
47
％
と
な
っ

た
。
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
事
業
は
、
中

国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
装

置
向
け
が
伸
び
た
一
方
で
、

半
導
体
・
電
子
部
品
向
け
の

需
要
低
迷
で
売
上
・
利
益
共

に
減
少
。
イ
ン
バ
ー
タ
事
業

は
、
生
産
正
常
化
で
受
注
残

を
消
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
で
販

売
が
伸
長
。
米
国
の
オ
イ
ル

・
ガ
ス
関
連
や
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
関

連
が
好
調
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

や
イ
ン
ド
で
も
イ
ン
フ
ラ
関

連
需
要
が
回
復
し
、
売
上
・

利
益
共
に
大
幅
に
増
加
し

た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
売
上
高
は
８

・
５
％
増
の
１
１
２
３
億
５

６
０
０
万
円
、
営
業
利
益
は

19
・
３
％
増
の
１
２
９
億
９

５
０
０
万
円
。
売
上
全
体
に

占
め
る
割
合
は
39
％
。
Ｅ
Ｖ

関
連
の
設
備
投
資
の
継
続
と

欧
米
の
一
般
産
業
で
自
動
化

投
資
が
底
堅
く
推
移
。
i3
―

Ｍ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

ｓ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

高
付
加
価
値
提
案
や
部
品
内

製
化
な
ど
を
進
め
、
売
上
・

利
益
共
に
増
加
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
の
売
上
高
は
９
・
３
％

増
の
２
６
８
億
９
７
０
０
万

円
、
営
業
利
益
は
22
・
０
％

増
の
11
億
７
１
０
０
万
円
、

物
流
サ
ー
ビ
ス
な
ど
そ
の
他

セ
グ
メ
ン
ト
の
売
上
高
は
８

・
７
％
減
の
１
２
８
億
１
１

０
０
万
円
、
営
業
利
益
は
97

・
６
％
減
の
８
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　
エ
リ
ア
別
の
売
上
高
に
つ

い
て
、
海
外
売
上
高
は
11
・

５
％
増
の
２
０
７
２
億
円

で
、
海
外
売
上
比
率
は
72
％

と
な
っ
た
。
う
ち
中
国
が
３

・
４
％
増
の
６
８
７
億
円
、

米
州
が
20
・
８
％
増
の
６
３

６
億
円
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
20

・
０
％
増
の
４
５
８
億
円
。

中
国
除
く
ア
ジ
ア
は
１
・
７

％
増
の
２
９
２
億
円
と
な
っ

た
。

上
期
決
算
は
増
収
増
益
安
川

電
機

2030年まで 充電器30万口設置
経
産
省 

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
へ
指
針
策
定

盤
業
界
に
は
追
い
風

　
経
済
産
業
省
は
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
新
車
販
売
で
電
動
車
・
Ｅ
Ｖ
１
０
０
％
の

目
標
に
向
け
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
充
電
器
の
設
置
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
に
向
け
た
指
針
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
「
２

０
３
０
年
ま
で
に
公
共
用
の
急
速
充
電
器
３
万
基
を
含
む
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
15
万
台

設
置
す
る
」
と
し
て
３
万
基
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
新
た
な
目
標
と
し
て
「
２

０
３
０
年
ま
で
に
30
万
口
、
総
数
・
総
出
力
数
を
現
在
の
10
倍
に
引
き
上
げ
る
」
指

針
を
示
し
た
。
充
電
器
の
整
備
は
そ
の
ま
ま
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
盤
の
増
設
や
改
造

・
更
新
に
も
つ
な
が
り
、
盤
業
界
の
追
い
風
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

設置が進む充電器

　
指
針
に
よ
る
と
、
現
在
、

国
内
で
の
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
現

状
は
約
３
万
基
が
整
備
さ

れ
、
う
ち
急
速
充
電
器
は
９

０
０
０
口
。
設
置
さ
れ
て
い

る
急
速
充
電
器
の
平
均
出
力

は
約
40 

kW
で
、
普
通
充
電
は

３
kW
が
大
半
。
ま
た
日
本
の

自
動
車
の
使
わ
れ
方
は
、
１

日
の
平
均
走
行
距
離
は
50
㌔

㍍
以
下
が
90
％
を
占
め
、
自

動
車
自
体
も
軽
自
動
車
が
40

％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今

後
は
充
電
器
の
設
置
台
数
と

口
数
の
拡
大
、
総
出
力
の
増

強
が
必
要
な
一
方
、
電
池
容

量
や
充
電
速
度
が
比
較
的
に

小
さ
め
で
良
い
こ
と
か
ら
、

集
合
住
宅
な
ど
へ
の
普
通
充

電
器
の
整
備
と
、
高
速
道
路

な
ど
で
の
急
速
充
電
器
の
整

備
を
進
め
、
基
礎
充
電
が
で

き
る
環
境
を
構
築
し
つ
つ
、

公
共
用
充
電
器
を
整
備
し
て

い
く
方
針
を
示
し
た
。

　
具
体
的
な
数
値
目
標
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
充
電
器

の
口
数
は
、
公
共
用
急
速
充

電
器
３
万
口
を
含
む
30
万
口

を
整
備
。
出
力
も
急
速
充
電

の
平
均
出
力
は
現
在
の
40 

kW

か
ら
80 

kW
に
倍
増
し
、
充
電

器
全
体
の
総
出
力
も
現
在
の

39
万
kW
か
ら
、
約
10
倍
の
４

０
０
万
kW
を
目
指
す
と
し

た
。急

速
充
電
器
は

高
速
道
路
、道
の
駅
、

Ｓ
Ｓ
、コ
ン
ビ
ニ
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
に

　
急
速
充
電
器
の
整
備
指
針

に
つ
い
て
、
高
速
道
路
で
は

原
則
と
し
て
１
口
の
出
力
を

90 

kW
と
し
、
90 

kW
以
上
を
設

置
す
る
場
合
は
複
数
口
に
対

応
し
た
機
器
と
し
、
小
型
・

分
離
型
の
充
電
器
を
設
置
す

る
。
設
置
範
囲
は
、
お
お
む

ね
70 

kW
以
上
感
覚
が
開
か
な

い
よ
う
に
し
、
ユ
ー
ザ
ー
を

限
定
し
な
い
形
で
充
電
器
の

配
備
を
進
め
、
高
速
道
路
の

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
は
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
１
１
０
０
口
程

度
の
整
備
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

　
道
の
駅
や
行
動
、
サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ

Ｓ
）
、
コ
ン
ビ
ニ
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
、
充

電
ニ
ー
ズ
が
高
い
場
所
で
は

１
口
の
出
力
が
90 

kW
以
上
で

複
数
口
に
対
応
し
た
充
電
器

を
設
置
し
、
難
し
い
場
合
で

も
50 

kW
は
確
保
す
る
。
２
０

３
０
年
ま
で
の
設
置
の
目
安

は
、
道
の
駅
は
全
１
２
０
０

カ
所
に
対
し
平
均
１
口
と
な

る
１
０
０
０
か
ら
１
５
０
０

口
、
Ｓ
Ｓ
は
全
Ｓ
Ｓ
の
２
割

程
度
で
１
カ
所
平
均
１
・
５

口
と
な
る
１
万
口
、
コ
ン
ビ

ニ
は
急
速
充
電
器
を
設
置
で

き
る
駐
車
場
あ
り
店
舗
の
10

％
に
対
し
て
５
０
０
０
か
ら

１
万
口
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
は

全
店
舗
２
万
の
う
ち
50
％
に

対
し
て
７
０
０
０
か
ら
１
万

口
。
そ
の
他
商
業
施
設
も
状

況
に
応
じ
て
整
備
を
進
め

る
。普

通
充
電
器
は

既
築
・
新
築
の

集
合
住
宅
や

月
極
駐
車
場
に

　
普
通
充
電
器
の
整
備
指
針

に
つ
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
集
合
住
宅
で
の
基
礎
充
電

は
、
既
築
住
宅
と
新
設
住
宅

の
両
方
に
対
し
充
電
器
が
整

備
さ
れ
た
集
合
住
宅
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

啓
蒙
や
補
助
金
整
備
を
進

め
、
集
合
住
宅
や
月
極
駐
車

場
等
に
対
し
て
２
０
３
０
年

ま
で
に
10
〜
20
万
口
の
整
備

を
目
安
と
す
る
。

　
公
共
用
普
通
充
電
器
は
、

低
コ
ス
ト
で
充
電
で
き
、
基

礎
充
電
や
経
路
充
電
を
補
完

す
る
役
割
を
期
待
で
き
る
一

方
、
使
わ
れ
な
い
可
能
性
も

考
慮
し
、
長
距
離
走
行
後
の

目
的
地
で
滞
在
時
間
が
長
い

施
設
、
基
礎
充
電
の
代
替
を

求
め
る
ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
目

的
地
で
滞
在
時
間
が
長
い
施

設
を
具
体
化
し
て
い
き
、
２

０
３
０
年
に
は
10
〜
15
万
台

の
設
置
を
目
指
す
。
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販
売
員
の
最
大
の
関
心
事
は

売
り
上
げ
で
あ
る
。
売
り
上
げ

を
上
げ
る
た
め
に
新
商
品
等
の

カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
顧
客
を
ぶ

ら
り
と
訪
問
す
る
。
何
か
商
談

テ
ー
マ
は
な
い
か
と
探
り
を
入

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
顧
客
訪
問

が
で
き
る
販
売
員
は
顧
客
と
パ

イ
プ
が
割
に
太
い
販
売
員
で
あ

る
。
テ
ー
マ
を
探
し
に
訪
問
す

る
の
で
あ
る
か
ら
そ
こ
そ
こ
の

規
模
の
顧
客
で
あ
り
売
り
上
げ

は
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
カ
タ
ロ
グ
持
参
で
ぶ

ら
り
と
訪
問
し
て
何
か
テ
ー
マ

は
な
い
か
と
聞
く
よ
う
な
営
業

は
既
に
古
い
型
の
営
業
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
営
業
が
功
を

奏
し
た
の
は
普
段
、
販
売
員
が

会
っ
て
い
る
現
場
の
技
術
者
が

現
場
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
作
業
者
の
意
見
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
動
い
て
い
た
時
代

の
事
で
あ
る
。

　
現
場
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い

た
日
本
産
業
の
全
盛
の
頃
だ
っ

た
か
ら
、
販
売
員
に
何
か
テ
ー

マ
は
な
い
か
と
問
わ
れ
る
と
抱

え
て
い
た
、
な
に
か
し
ら
の
議

案
事
項
が
話
に
出
た
の
だ
。
現

在
の
製
造
現
場
は
そ
の
頃
の
よ

う
な
生
産
拡
大
の
時
代
で
は
な

い
か
ら
、
生
産
設
備
の
増
設
は

少
な
い
し
人
手
に
頼
っ
て
る
箇

所
は
残
っ
て
い
る
が
自
動
化
し

よ
う
と
し
て
も
ペ
イ
し
な
い
箇

所
が
多
い
。
主
た
る
製
造
設
備

の
自
動
化
は
既
に
成
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
現
場
の
技
術
者
は

設
備
の
補
修
・
改
善
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
生
産
機
種
に
合
わ
せ

て
対
応
す
る
改
造
が
主
た
る
仕

事
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
販
売
員
が
資
料

を
持
っ
て
ぶ
ら
り
と
訪
問
し
て

も
そ
れ
程
の
効
果
は
な
い
。
現

場
が
変
わ
り
だ
し
た
の
は
Ｉ
Ｔ

技
術
が
現
場
に
入
り
出
し
、
第

４
次
産
業
革
命
な
ど
と
言
わ
れ

出
し
て
か
ら
だ
。
そ
こ
で
は
理

想
の
現
場
が
示
さ
れ
て
は
い
る

が
潤
沢
な
資
金
の
下
で
ゼ
ロ
か

ら
作
る
わ
け
で
は
な
い
。
既
存

の
設
備
を
第
４
次
産
業
革
命
の

製
造
現
場
に
す
る
の
は
大
変
困

難
な
事
だ
。
多
く
の
製
造
現
場

は
Ｆ
Ａ
技
術
で
装
備
さ
れ
て
い

る
が
現
在
の
よ
う
に
Ｆ
Ａ
化
さ

れ
る
ま
で
に
は
20
年
位
か
か
っ

て
い
る
。
当
時
と
比
べ
れ
ば
資

本
は
潤
沢
で
あ
る
が
現
場
の
Ｉ

Ｔ
技
術
化
が
も
く
ろ
み
通
り
に

な
る
ま
で
は
相
当
の
時
間
が
か

る
も
の
だ
。

　
昨
年
、
そ
こ
ま
で
の
通
過
点

と
し
て
見
え
る
化
を
推
進
す
る

現
場
は
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

デ
ー
タ
を
取
り
た
い
と
い
う
案

件
が
増
え
て
い
る
。
デ
ー
タ
を

取
り
た
い
と
い
う
案
件
は
以
前

に
も
話
し
た
通
り
、
異
常
を
見

つ
け
た
ら
Ｆ
Ａ
技
術
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
は
な
い
。人
、設
備
、時
間
等

の
資
源
の
最
適
化
を
す
る
た
め

の
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
的
な

発
想
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｆ
Ａ
化
全
盛
の
頃
の
営
業
活

動
で
は
種
ま
き
と
称
し
て
先
々

の
設
備
投
資
に
向
け
た
新
商
品

Ｐ
Ｒ
活
動
が
活
発
だ
っ
た
。
今

後
長
時
間
か
け
て
第
４
次
産
業

革
命
の
現
場
に
す
る
た
め
に
始

ま
っ
た
の
が
見
え
る
化
推
進
で

あ
る
な
ら
、
先
々
の
設
備
投
資

に
向
け
た
種
ま
き
と
し
て
ど
の

よ
う
な
営
業
活
動
が
必
要
な
の

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
従
来
Ｆ
Ａ
技
術
で
や
っ
て
き

た
製
造
現
場
に
情
報
技
術
が
入

っ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現

場
の
様
子
は
か
な
り
変
わ
っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
。
見
え
る
化
の

推
進
か
ら
始
ま
っ
た
第
４
次
産

業
革
命
的
現
場
は
一
体
何
を
見

え
る
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
、
現
場
が
始
め
た
デ
ー

タ
取
り
の
案
件
の
み
で
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。
工
場
内
で
稼
働

す
る
機
械
装
置
や
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
の
全
て
が
順
調
に
動
い
て

い
る
事
は
ま
れ
で
あ
る
。
ど
こ

か
の
箇
所
で
動
き
が
悪
く
な
っ

た
り
故
障
し
て
止
ま
っ
て
し
ま

う
も
の
な
の
だ
。
他
に
も
作
業

者
の
ミ
ス
で
流
れ
が
悪
く
な
っ

た
り
購
入
部
材
不
足
や
仕
掛
か

り
品
の
異
常
な
ど
で
生
産
効
率

を
下
げ
て
し
ま
う
こ
と
は
数
々

あ
る
。

　
数
々
あ
る
生
産
効
率
を
下
げ

て
し
ま
う
原
因
を
ま
ず
は
見
え

る
化
す
る
こ
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
る
の
だ
。
機
械
設
備
の
見

え
る
化
は
販
売
員
が
付
き
合
っ

て
い
る
製
造
技
術
者
の
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
作
業
者
の

見
え
る
化
や
部
品
・
入
庫
・
在

庫
・
仕
掛
か
り
品
等
の
物
の
見

え
る
化
は
、
誰
が
旗
を
振
っ
て

推
進
し
て
い
く
の
か
は
顧
客
の

現
場
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
令
和
の
種
ま

き
営
業
と
は
お
の
お
の
の
主
管

部
の
人
脈
を
つ
く
る
た
め
の
活

動
全
般
で
あ
る
。
特
に
新
規
顧

客
を
作
る
時
の
基
本
動
作
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

現
場
に
よ
り
変
わ
る「
見
え
る
化
」

主
管
部
と
の
人
脈
づ
く
り
が
重
要
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、
電
磁
接
触
器
・
電
磁
開

閉
器
の
新
製
品
「
Ｓ
Ｃ
―
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
シ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
、
11
〜
18
Ａ
（
Ａ
Ｃ
―
３
、
２
０
０
―
２
４

０
Ｖ
）
の
容
量
帯
を
発
売
し
た
。

最
大
28
％
小
型
化

35
年
ぶ
り
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

富
士
電
機
機
器
制
御

無
線
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
監
視
デ
バ
イ
ス

点
検
負
荷
を
低
減

横河電機

軽
量
、コ
ン
パ
ク
ト
化

三
相
三
線
乾
式
ト
ラ
ン
ス

相原電機

　
同
製
品
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
て
い
る
電
磁
接
触

器
・
電
磁
開
閉
器
の
新
Ｓ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
と
Ｎ
Ｅ
Ｏ
　
Ｓ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
を
35
年
ぶ
り
に
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
新
製

品
。
現
行
品
の
長
寿
命
・
高

信
頼
性
の
特
長
を
継
承
し
な

が
ら
製
品
外
形
を
小
型
化

し
、
最
大
28
％
の
サ
イ
ズ
ダ

ウ
ン
実
現
。
補
助
接
点
は
使

用
用
途
に
よ
っ
て
１
〜
４
極

か
ら
選
べ
る
よ
う
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
用
意
し
、
必
要
接

点
数
に
絞
る
こ
と
で
さ
ら
な

る
ス
リ
ム
化
が
可
能
。
38
Ａ

ま
で
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
ダ
イ
レ
ク

ト
駆
動
が
で
き
、
リ
レ
ー
や

Ｉ
Ｃ
コ
イ
ル
が
不
要
と
な

り
、
小
型
・
高
機
能
化
で
制

御
盤
・
配
電
盤
設
計
の
自
由

度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
環
境
負
荷
低
減
・
省

エ
ネ
化
を
大
幅
に
向
上
し
、

開
口
部
面
積
を
70
％
低
減
し

て
外
部
か
ら
の
粉
じ
ん
が
侵

入
し
に
く
い
構
造
と
す
る
こ

と
で
異
物
混
入
に
よ
る
故
障

を
防
ぎ
、
安
定
稼
働
と
長
寿

命
化
を
実
現
。
消
費
電
力
も

交
流
操
作
形
で
は
最
大
29

％
、
直
流
操
作
形
で
は
最
大

73
％
低
減
し
て
い
る
。

　
接
点
や
コ
イ
ル
な
ど
の
消

耗
部
品
は
交
換
可
能
な
構
造

と
す
る
こ
と
で
製
品
を
長
く

使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

廃
棄
機
会
も
削
減
。

　
ま
た
構
成
す
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
材
料
の
98
％
が
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
寄
与

す
る
。

　
Ｉ
Ｐ
20
適
合
の
端
子
カ
バ

ー
を
標
準
装
備
し
て
点
検
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
安
全
性

を
向
上
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
形
式
と
商
品
コ
ー
ド
を

同
一
化
す
る
こ
と
で
形
式
の

数
を
大
幅
に
削
減
し
、
製
品

選
定
や
発
注
業
務
の
手
間
を

効
率
化
。
ま
た
製
品
正
面
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
搭
載
し
、
仕

様
書
・
外
形
図
な
ど
の
製
品

情
報
を
そ
の
場
で
容
易
に
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
三
相
か
ご
モ
ー
タ
容
量

（
Ａ
Ｃ
―
３
、
２
０
０
―
２

４
０
Ｖ
）
で
11
〜
65
Ａ
品
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
予
定

で
、
11
〜
18
Ａ
ま
で
の
機
種

を
10
月
か
ら
発
売
し
、
他
の

容
量
帯
や
オ
プ
シ
ョ
ン
類
は

今
後
順
次
発
売
し
て
い
く
。

　
横
河
電
機
は
、
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
　
Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ａ
ｎ
ｄ

　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

あ
る
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
　
Ｓ
ｅ

ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
（
ス
シ
セ
ン

サ
）
」
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と

し
て
、
無
線
ス
チ
ー
ム
ト
ラ

ッ
プ
監
視
デ
バ
イ
ス
を
11
月

に
発
売
す
る
。

　
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
は
、

蒸
気
輸
送
管
や
熱
交
換
器
、

空
調
機
な
ど
に
用
い
ら
れ
、

機
器
に
た
ま
っ
た
凝
縮
水
を

排
出
す
る
自
動
弁
。
工
場
・

プ
ラ
ン
ト
で
は
多
数
の
ス
チ

ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
を
日
常
的
に

作
業
員
が
巡
回
点
検
で
監
視

し
て
お
り
、
こ
の
点
検
の
負

荷
を
低
減
す
る
た
め
に
は
自

動
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

有
効
で
す
が
、
導
入
コ
ス
ト

が
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
を
低
減

し
、
無
線
圧
力
セ
ン
サ
、
無

線
温
度
セ
ン
サ
、
無
線
振
動

セ
ン
サ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
幅
広
く
設
備
監
視
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
温
度
セ

ン
サ
と
音
響
セ
ン
サ
で
ス
チ

ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
の
状
態
を
自

動
判
定
で
き
、
最
高
蒸
気
温

度
４
４
０
℃
以
下
の
環
境
で

使
用
で
き
る
。
長
距
離
無
線

Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
通
信
を
採

用
し
、
１
台
の
基
地
局
で
、

広
域
に
配
置
さ
れ
る
複
数
の

監
視
デ
バ
イ
ス
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
、
無
線
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
、
短
い
工
期
で
既
設

の
設
備
に
取
り
付
け
ら
れ

る
。

　
別
売
り
の
デ
ー
タ
ロ
ギ
ン

グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｇ
Ａ

10
」
や
、
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す

る
と
、
工
場
内
に
点
在
す
る

各
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
の
状

態
も
含
め
て
集
約
し
て
把
握

で
き
、
点
検
品
質
の
ば
ら
つ

き
を
低
減
で
き
る
ほ
か
、
巡

回
点
検
の
工
数
を
削
減
で
き

る
。

　
マ
ク
ニ
カ
は
、
米
Ｄ
ｒ
ａ

ｇ
ｏ
ｓ
社
と
代
理
店
契
約
を

締
結
し
、
同
社
の
Ｏ
Ｔ
（
工

場
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
制
御

シ
ス
テ
ム
や
そ
の
技
術
）
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
開
始
し
た
。

　
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｓ
は
、
米
国

政
府
や
軍
に
お
け
る
Ｏ
Ｔ
を

狙
う
脅
威
と
対
峙
し
て
き
た

経
験
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
Ｏ
Ｔ
に
特

化
し
た
最
新
知
見
（
事
案
分

析
、
攻
撃
Ｔ
Ｔ
Ｐ
・
Ｉ
ｏ

Ｃ
、
脆
弱
性
）
や
情
勢
レ
ポ

ー
ト
な
ど
、
対
策
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
す
る
「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｌ
ｄ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
」
、
Ｏ
Ｔ
　

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
に
よ
る
分
析
レ

ポ
ー
ト
や
、
脅
威
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ス

ポ
ン
ス
支
援
な
ど
「
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ

ス
」
、
資
産
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
脆
弱
性
の
可
視
化
、
侵

害
・
不
正
行
為
の
検
知
、
フ

Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
提
供
マ
ク

ニ
カ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

工
場
の
異
常
予
兆
検
知

新
保
全
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
相
原
電
機
は
、
三
相
三
線

乾
式
ト
ラ
ン
ス
の
新
製
品

圧
は
４
４
０
V
―
４
１
５
V

―
３
８
０
V
（
Y
）
／
２
２

０
V
―
２
０
０
V
（
△
）
。

　
標
準
在
庫
品
、
ケ
ー
ス
付

も
短
納
期
で
対
応
可
能
。

　
ミ
ツ
ト
ヨ
は
、
非
接
触
で
高

精
度
の
イ
ン
ラ
イ
ン
測
定
が
で

き
る
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ン
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
タ
「
Ｌ
Ｓ
Ｍ
―
02
―
Ａ

／
30
―
Ａ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
イ
ン
ラ
イ
ン
測

定
に
特
化
し
た
非
接
触
に
よ
る

円
筒
形
状
の
外
径
・
振
れ
な
ど

を
高
精
度
に
測
定
可
能
な
イ
ン

ラ
イ
ン
レ
ー
ザ
測
定
シ
ス
テ
ム

で
、
測
定
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て

培
っ
た
精
度
保
証
で
、
繰
り
返

し
精
度
（
２
σ
）
を
保
証
。
Ｌ

Ｓ
Ｍ
―
02
―
Ａ
は
φ
５
µ
ｍ
を

高
精
度
に
測
定
で
き
る
極
細
線

測
定
モ
ー
ド
を
搭
載
し
、
極
細

線
の
測
定
に
最
適
。

　
シ
ス
テ
ム
を
ス
マ
ー
ト
に
構

築
で
き
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
部
を
小
型
化
・
薄
型
化
し
、

ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
奥
行
き
は
１

０
０
㍉
㍍
で
、
縦
方
向
へ
の
設

置
も
可
能
。
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ

ｔ
／
Ｉ
Ｐ
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｃ

Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ

Ｎ
の
４
種
類
の
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
対
応
。
測
定
部
は
耐

環
境
性
向
上
で
保
護
等
級
Ｉ
Ｐ

67
を
実
現
し
て
い
る

　
対
象
領
域
は
医
療
機
器
・
医

薬
品
、
電
気
・
電
子
・
半
導
体

産
業
、
自
動
車
産
業
、
食
品
な

ど
の
幅
広
い
分
野
で
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
。

ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
と
対
応
の
た

め
の
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
の
提
供

な
ど
を
行
う
「
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ

ｓ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
」

な
ど
の
、
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
活
用
型
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
。

　
世
界
20
カ
国
で
重
要
イ
ン

フ
ラ
や
製
造
業
な
ど
11
業
種

４
０
０
社
以
上
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　
マ
ク
ニ
カ
は
、
顧
客
の
課

題
や
状
況
に
合
わ
せ
た
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
の
選
定
、
導

入
、
導
入
後
の
運
用
支
援
を

行
う
。

省
ス
ペ
ー
ス
設
計

Ｓ
Ｍ
Ｃ

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
直
動
形
／
２

ポ
ー
ト
ソ
レ
ノ
イ
ド
バ
ル
ブ

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
、
非
常
駐
で
行
う
各
種

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
点
検
・
保

全
管
理
業
務
に
、
設
備
の
異

常
予
兆
を
検
知
す
る
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
保
全
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
開
始
し
た
。

　
同
社
は
、
顧
客
の
工
場
に

常
駐
し
て
電
気
、
ガ
ス
、
空

調
、
水
処
理
な
ど
各
種
イ
ン

フ
ラ
設
備
の
安
定
稼
働
を
見

守
る
施
設
管
理
業
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
提
供
し
、

さ
ら
に
次
世
代
型
工
場
施
設

管
理
業
務
の
実
現
に
向
け

た
、
コ
ン
セ
プ
ト
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ

　
Ｄ
Ｘ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
」
の

も
と
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
技
術

を
活
用
し
た
設
備
の
異
常
予

兆
検
知
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ

　
Ｄ
Ｆ
Ｍ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ａ
ｇ

ｉ
ｏ
」
の
、
実
証
実
験
や
点

検
・
保
全
管
理
業
務
の
効
率

化
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
今
回
、
施

設
管
理
業
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
選
択
肢
を
広
げ

る
た
め
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
先
行
し
て
電
子
部
品
メ
ー

カ
ー
の
検
査
事
業
を
展
開
す

る
企
業
に
導
入
し
て
お
り
、

県
内
２
カ
所
の
事
業
所
で
24

時
間
、
３
６
５
日
稼
働
す
る

水
冷
式
の
冷
却
塔
、
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
異
常
予
兆
検
知
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
施
設
の
規
模
が
比

較
的
小
さ
い
、
ま
た
は
工
場

が
近
隣
に
分
散
し
て
常
駐
が

難
し
い
な
ど
の
事
情
か
ら
、

施
設
管
理
業
務
の
常
駐
拠
点

設
置
が
困
難
な
顧
客
や
、
施

設
管
理
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

を
希
望
す
る
中
部
地
区
の
顧

客
か
ら
提
供
す
る
。

ミツトヨ　レーザスキャン
非接触で高精度インライン測定

軽
く
な
っ
た
。
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
シ

リ
ー
ズ
は
、
容
量
が
５
０
０

Ｖ
Ａ
―
20
Ｋ
Ｖ
Ａ
の
11
機

種
。
電
圧
は
４
４
０
Ｖ
・
４

０
０
Ｖ
・
３
８
０
Ｖ
（
Y
）

／
２
２
０
Ｖ
―
２
０
０
Ｖ

（
▽
）
。
Ｎ
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
シ
リ

ー
ズ
は
、
容
量
が
５
０
０
Ｖ

Ａ
―
20
ｋ
VA
の
11
機
種
。
電

「
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
」
「
Ｎ
３
Ｅ
Ｃ

Ｌ
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
標
準
機
種

「
３
Ｙ
Ｓ
Ｂ
」
「
Ｎ
３
Ｙ
Ｓ

Ｂ
」
の
電
圧
タ
ッ
プ
を
変
更

せ
ず
に
軽
量
化
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
し
た
も
の
で
、
対
象
容

量
３
ｋ
Ｖ
Ａ
で
の
比
較
で
は

従
来
比
約
30
％
減
で
12
㌔
㌘

「
Ｈ
Ｆ
３
―
Ｊ
Ｓ
Ｘ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｆ
／
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｉ
61
認
証
を
取
得
し
、

保
護
構
造
は
Ｉ
Ｐ
67
。
バ
ル

ブ
容
積
を
従
来
比
25
％
削

減
、
重
さ
は
同
30
％
軽
量
化

し
た
省
ス
ペ
ー
ス
設
計
と

し
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SC―NEXT

LSM―02―A/30―A

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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タが新規掲載を開始した。
　音羽電機工業の装置用SPD「LT-CシリーズLT-
C32G801W」は、切り離し装置内蔵／SPD機能表示
付きで、コンパクトで省スペース化でき、線間と対地
間の誘導雷サージを一台で保護する線間、対地間一体
型。安心な雷サージ耐力を持ち、最大放電電流5kA
（8/20μs）で、大きな雷サージにも壊れにくいもの
となっている。

■�オプテックス・エフエー、現場川柳の本を
103人にプレゼント

　オプテックス・エフエーは、現場川柳が10回を迎え
ることを記念して、2023年5月に発売した現場川柳の
新刊「ものづくり現場の作業着日記（編・現場川柳委
員会、マンガ・見ル野栄司）」を103人にプレゼント
する。

■�北陽電機、WEBサイトで事例公開「協働ロボ
ットの二重安全対策」

　北陽電機は、同社WEBサイトで3次元測域センサの
導入事例として「協働ロボットの二重安全対策」を公
開した。
　セーフティレーザスキャナ
の防護領域だけでは、水平面
のみの監視になるため、人が
急に手を出したりなどの3次
元領域のスキャンができなか
ったが、3次元測域センサで
より幅広い警告領域を状況把
握することで、ロボットの稼働領域や速度を制御し、
安全対策をより強化することができるとしている。

■�サトーパーツ、11月8日から幕張メッセ「鉄
道技術展」に出展

　サトーパーツは、11月8日から10日まで幕張メッセ
で行われる「鉄道技術展」に出展する（ブースR-71）
　先端交換・組み合わせ自在のKISEKAEチップにバ
リエーションが増え、バナナプラグに適合するターミ
ナル、中継ヒューズホルダーにコンパクトな判子ケー
ス型、高容量端子台など新商品を展示する。

■�リタール、ブログ公開「IEC60529規格とは
何か？―保護性能試験の種類と試験方法」

　リタールは、ブログ記事「IEC60529規格とは何
か？―保護性能試験の種類と試験方法」を公開した。
　「IEC60529規格」は、電気機械器具の筐体・キャ
ビネットに対する保護性能評価についての国際規格
で、この規格に従って行われる保護性能試験は、製品
の安全性と信頼性を保証するために欠かせない。ブロ
グ記事では、IEC60529規格の詳細や、保護性能試験
の種類と試験方法について解説し、電気機械器具の評
価に関する国際規格「IEC62208」にも触れて2つの規
格の相違点や関係性について紹介している。

■�明電舎、電動ミニショベル用コンポーネントを
コマツに納入　進む建設機械の電動化

　明電舎は、コマツの3トンクラス新型電動ミニショ
ベル向けに動力源となる電動コンポーネントの納入を
開始した。
　コマツは2023年度を電動化建機の市場導入元年と位

■�横河電機・小野寺薫氏がIEC1906賞を受賞
　横河電機の小野寺薫氏が、国際電気標準会議
（IEC）の「IEC1906賞」を受賞した。同賞は、国際
電気標準会議（IEC）における電気・電子技術の標準
化活動に大きく貢献した者に対し、IECから与えられ
るもので、2023年は、世界29か国から219名が選ば
れ、日本からは27名が受賞した。
　小野寺氏は、工業用プロセス計測制御の標準化を担
当するIECの技術委員会IEC/TC65で、プロセスオー
トメーションに関する専門家として数多くの作業部会
において積極的に活動し、その貢献が認められ、後進
の優れたロールモデルであるとして今回の受賞に至っ
た。特に、セマンティック相互運用性を実現する国際
標準規格IEC62832シリーズ（デジタル・ファクトリ
・フレームワーク）の策定をはじめ、スマートマニュ
ファクチャリングに関わる標準化活動に大きく貢献し
てきた。

■�昭電・垣内健介氏がIEC1906賞を受賞
　昭電雷対策システム部の垣内健介氏が、国際電気標
準会議（IEC）の「IEC1906賞」を受賞した。国際標
準化活動への長年の積極的な取り組みと多大な貢献が
高く評価された。

■�アズビル、JCSS校正事業者の新たな認定取得
と認定範囲を拡大

　JCSS（Japan�Calibration�Service�System、計量法
に基づく校正事業者登録制度）の校正事業者として登
録されているアズビル技術標準部計測標準グループ
は、流量・流速（微小用流量計）に加え、流量・流速
（気体用流量計）で新たに登録・認定され、圧力（真
空計）の登録・認定範囲も拡大した。
　計測範囲は、流量・流速では、気体用流量計（臨界
ノズル）0.1L/min～200L/min、気体用流量計（流量
計）0.1L/min～500L/min。圧力では真空計0.1Pa～
133.32kPa。
　国際的にも通用する計測トレーサビリティの体制を
構築したことで、同社製デジタルマスフローコントロ
ーラ形MQV・形F4Q・形F4H、気体用マスフローメ
ータ形CMS、サファイア隔膜真空計形V8などの製品
の品質に、より高い信頼性を付与できるようになっ
た。

■�EPLAN、電気CAD部品ポータルサイトに音
羽電機工業と日本ピスコ製品を登録

　EPLANが運営する電気CAD部品ポータルサイト
「EPLAN�Data�Portal」に、音羽電機工業と日本ピ
スコ製品が登録された。
　EPLAN�Data�Portalは、世界中の部品メーカーが

流通・商社トピックス

■�ドーワテクノス、新工場「TSUNAGU�
FACTORY」のロゴデザイン決定　

　ドーワテクノスは、価値創造型ビジネスモデル構築
のための施設「TSUNAGU�FACTORY」の新設に伴
い、北九州市内の学校
に通う学生を対象にロ
ゴマークを公募し、全
113点の中から受賞作
品が決定した。
　大賞は、福岡県立八
幡中央高等学校権藤昭
穂さんの作品が選ばれた。

■�サンワテクノス、10月1日付で組織変更　PC
イノベーション部設置

　サンワテクノスは、10月1日付けで組織変更を行
い、「ソリューション営業部」を廃止し、新たに「Ｐ
Ｃイノベーション部」を設置した。ＰＣイノベーショ
ン部はパソコンやモーション・無線分野中心の顧客課
題解決を目指した技術イノベーションを担う組織とす
る。
　また「業務本部」管轄下の組織を再編し、「名古屋
サービスセンター」「業務管理部」「物流部」「キャ
ッシュフロー管理室」「センター長付」「業務本部
付」「香港物流センター」を廃止し、「業務推進部」
「物流企画部」「管理部」を設置。「名古屋サービス
センター」「東京サービスセンター」「九州サービス
センター」については拠点名称のみとなる。

■�ソルトン、ストーブリ社製大電流コネクタが工
学院大学ソーラーチームの新車両「Koga」に
搭載

　ソルトンは、同社が取り扱っているストーブリ社製
大電流コネクタが、工学院大学ソーラーチームの新車
両「Koga」に搭載された。
　ストーブリ社の大電流コネクタは限られた省スペー
スで発熱や接触抵抗を抑えながら多くの電流を流した
いというニーズにマッチしている産業用コネクタで、
業種を問わずあらゆる分野で使われており、特にEV
や太陽光発電、バッテリ関連では需要が増加してい
る。

セミナー・イベント情報

■�北陽電機、オンデマンドセミナー「3D測域セ
ンサYLM-X001　解説セミナー」公開

　北陽電機は、オンデ
マンドセミナー「3D
測域センサYLM-X001
　解説セミナー」を公
開した。
　AGV・AMRなど自
律移動ロボットの目となる測域センサ（LiDAR）に
ついて、同社はLumotive社のLCM技術を使って、メ
カを一切使用しないソリッドステート3D測域センサ
（LiDAR）を共同開発。セミナーでは、プロトタイ
プモデル（2023年7月供給開始）について特徴や新し
い価値を紹介する。

日々自社の部品デ
ータを管理し、ユ
ーザーのためのデ
ータベースに定格
や3Dレイアウト
図などを公開し、
ユーザーはそのデ
ータを設計・製造
に活用できるとい
うもので、現在、
世界の465社・150
万3859点が登録さ
れている。このた
び音羽電機工業と
日本ピスコのデー

置付けており、3トンクラスの電動ミニショベルに、
明電舎のバッテリーからの電力を変換・制御する「イ
ンバーター」、油圧ポンプの動力源となる「モータ
ー」、車両の電装品に電力を供給する「電源コントロ
ーラー」が搭載されることとなった。明電舎が建機向
けに電動コンポーネントを納入するのは今回が初め
て。

■�パナソニックインダストリーとカナダ・Meta�
Materials�Inc.が次世代透明導電ソリューシ
ョン創出で協業

　パナソニックインダストリーとカナダの先端材料・
ナノテクノロジー企業のMeta�Materials�Inc.は、次
世代の透明導電ソリューション創出に向け、設計から
量産における戦略的協業を行う。
　META社は、透明導電材料業界におけるリーディ
ングソリューションプロバイダーで、電極のメタルメ
ッシュ設計技術に強みがあり、パナソニックインダス
トリーは、低抵抗かつ高い透過率の透明導電フィルム
を2018年から量産している。今回の協業により、
METAの持つ独自メタルメッシュ設計を、パナソニ
ックインダストリーの独自プロセス技術で具現化する
ことで透明アンテナ、透明ヒーター、透明電磁波シー
ルドなど車載・民生機器向けの次世代透明導電ソリュ
ーションの創出が可能となる。

■�東芝インフラシステムズ、阪急電鉄新型車両に
PMSM駆動システムなど最新システムが採用

　東芝インフラシステムズは、阪急電鉄の新型車両に
PMSM駆動システムなど最新システムが採用された。
　今回受注したのは、阪急電鉄の新型車両2000系車両
の全閉型永久磁石同期電動機とAll-SiC（シリコンカ
ーバイド）素子を適用したVVVFインバータ装置注3
を組み合わせた駆動システム、2000系と2300系車両の
車両情報制御システム（TCMS）、主幹制御器、空
調装置。

■�コンテック、最短3日で出荷する産業用PCの
短納期キャンペーン

　コンテックは、産業用PCや周辺機器を最短3日で出
荷する短納期キャンペーンを実施している。
　名刺2枚サイズのウルトラコンパクトPC「BX-
U200」や厚み約30㍉㍍A5サイズのスリムPC「BX-
T210」、Wi-Fi+Bluetoothモデル「BX-T210R」、
ハイパワー・高拡張性PC「BX-M2500」などファン
レス組み込み用PCのほか、NVIDIA�Jetson組み込み
用PCとして、Jetson�Xavier�NXファンレス・エッジ
AI「DX-U1210」を短納期で提供している。

■�エムシステム技研、計装マガジン「エムエスツ
デー」10月号を発行

　エムシステム技研は、計装マガジ
ン「エムエスツデー」10月号を発行
した。
　10月号では、山口県岩国市東洋紡
岩国事業所のPID実習プラント「プ
ラントレット」採用事例や、製品レ
ビューとしてイーサネット信号をツ
イストペアケーブルで最大1000㍍伝
送できる新製品「METATRONシリーズ」の紹介を
はじめ、既設設備の電力と漏電を監視して省エネと安
全の実現、既設のテレメータシステムをインターネッ
トに接続するIPコンバータなどを掲載している。

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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組
か
ら
地
区
情
勢
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　
特
別
講
演
会
は
、
ト
ラ
ン

ス
・
ニ
ュ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

の
木
村
光
範
代
表
取
締
役
が

「
中
小
企
業
の
生
成
Ａ
Ｉ
活

用
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
行

っ
た
。

　
富
士
経
済
の
「
自
律
走
行

ロ
ボ
ッ
ト
有
望
５
種
の
市
場

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
分
析
」
調
査

に
よ
る
と
、
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト

の
累
計
稼
働
台
数
は
２
０
２

３
年
に
前
年
比
48
・
２
％
増

の
９
２
５
２
台
と
な
り
、
30

年
に
は
３
万
８
９
０
台
ま
で

拡
大
し
、
22
年
比
で
４
・
９

倍
に
な
る
と
予
想
。
人
手
不

足
対
策
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー
ド
コ

ー
ト
で
配
膳
・
下
膳
用
途
で

費
用
対
効
果
が
見
え
や
す
い

こ
と
か
ら
導
入
が
進
み
、
大

手
外
食
チ
ェ
ー
ン
が
全
店
に

導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
市
場

は
急
拡
大
し
た
。

　
宿
泊
施
設
で
も
施
設
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
宴
会
場
へ
の

配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
中

心
だ
が
、
下
膳
専
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
ニ
ー
ズ
も
高
く
宿
泊
施

設
の
利
用
客
が
回
復
し
、
人

技
術
報
告
書
に
お
け
る
表
と
グ
ラ
フ
／
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
違
い

ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
表
の
上
」
、
グ

ラ
フ
／
図
は
「
グ
ラ
フ
／
図
の

下
」
に
記
載
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

技
術
報
告
書
に
限
ら
ず
中
高
生
の

各
レ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
学
術

論
文
で
も
一
緒
で
す
。

　
一
般
的
に
は
中
高
生
の
授
業
、

大
学
で
あ
れ
ば
普
段
の
授
業
に
加

え
、
卒
業
研
究
を
行
う
研
究
室
で

必
ず
指
導
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
い

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
基
本
が
で

き
て
い
な
い
と
、
技
術
報
告
書
の

中
身
以
前
に
そ
の
体
裁
が
整
っ
て

い
な
い
と
い
う
印
象
に
よ
っ
て
、

質
が
低
い
と
い
う
判
断
を
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
社
内
の
技
術
報
告
書

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
委
託
業
務

の
成
果
物
と
し
て
顧
客
に
提
出
す

る
結
果
報
告
書
で
上
記
の
よ
う
な

も
の
を
提
出
し
て
し
ま
う
と
、
顧

客
か
ら
の
技
術
的
な
常
識
を
疑
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
技
術
者
育
成
に
お
い
て
は
こ
の

よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て

も
、
念
に
は
念
を
入
れ
る
形
で
教

育
を
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

客観的事実を
分かりやすく

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶91

機
械
は
製
品
を
つ
く
る
が
、

人
の
手
は
価
値
を
つ
く
る
。

付
加
価
値
を

付
け
る
方
法

急所95

い
く
中
で
、
中
小
メ
ー
カ
ー

は
、
付
加
価
値
で
勝
負
で
き

る
よ
う
に
、
む
し
ろ
人
の
手

の
作
業
を
、
ど
こ
か
に
加
え

ら
れ
な
い
か
を
考
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
お
客
さ
ま
の

さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
を
人
の

手
で
微
妙
に
か
な
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で

す
。

イ
ン
と
い
う
新
し
い
時
代
に

向
け
て
、
モ
ノ
づ
く
り
を
し

て
い
る
私
た
ち
で
し
か
で
き

な
い
商
品
を
開
発
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
、
10
分
の

１
や
10
倍
の
桁
違
い
の
性
能

を
追
求
す
る
と
い
う
切
り
口

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
は
人
の
手
の

活
用
と
い
う
切
り
口
で
、
ユ

ー
ザ
ー
イ
ン
に
対
応
す
る
も

う
一
つ
別
の
切
り
口
の
お
話

を
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
工
場
で
、
生
産
性

の
向
上
や
技
術
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
設
備
を
増
強
し
た

り
、
改
良
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ

さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
自

動
化
設
備
は
、
強
い
モ
ノ
づ

く
り
の
柱
で
あ
り
、
差
別
化

の
強
い
武
器
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

も
の
を
大
量
に
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
品
質
、
コ
ス
ト
共
に

強
化
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
優
れ
た

設
備
で
も
機
械
で
造
れ
る
の

は
製
品
ま
で
だ
と
思
い
ま

す
。
均
一
化
さ
れ
る
こ
と
は

良
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で

面
白
み
が
な
く
な
る
と
い
う

側
面
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

個
々
の
お
客
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ

の
好
み
に
応
え
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
製
品
で
あ
る
限
り
、

価
格
競
争
か
ら
抜
け
出
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
人
は
「
機
械
で
造
っ
て
い

る
モ
ノ
」
に
は
安
さ
や
機
能

性
を
求
め
る
か
ら
で
す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
の
時
代
で

は
、
個
々
の
お
客
さ
ま
の
ご

要
望
お
応
え
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
の

実
現
の
た
め
に
、
製
品
の
域

を
超
え
て
、
価
値
を
売
れ
る

よ
う
に
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
ド

を
高
め
て
い
こ
う
と
し
た
り

す
る
な
ら
、
「
職
人
技
」
や

「
手
間
暇
（
て
ま
ひ
ま
）
」

を
投
入
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
製
品
を
売
っ
て
利
益
を

出
せ
る
の
は
大
量
生
産
・
大

量
販
売
で
勝
負
で
き
る
大
手

企
業
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
生
産
性
向
上
の
観
点
か

ら
、
人
手
を
い
か
に
省
く
か

を
追
求
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
。
し
か
し
ユ
ー
ザ

ー
イ
ン
の
時
代
に
向
か
っ
て

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

　
急
所
92
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
の
次
に
来
る
こ
れ
か
ら

の
時
代
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
イ

ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー

ま
す
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
見
れ
ば

表
や
グ
ラ
フ
／
図
の
概
要
が

分
か
る
よ
う
に
記
載
す
る

　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
留
意

す
べ
き
は
記
載
位
置
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
そ

も
そ
も
の
役
割
で
あ
る
、
「
そ
れ

を
読
め
ば
概
要
が
分
か
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
技
術
者
は
「
自
分
が
分

か
っ
て
い
る
か
ら
読
者
も
分
か
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
潜
在
意
識
に
よ

り
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
淡
泊
に
書

き
す
ぎ
る
た
め
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な

い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
代
表
的

な
事
例
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

　
・
何
に
関
す
る
も
の
な
の
か
を

つ
か
め
る
よ
う
に
す
る
↓
予
測
値

と
実
測
値
の
比
較
で
あ
り
、
そ
れ

が
温
度
変
化
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
に
は
、
「
温
度
変

化
の
回
帰
分
析
に
よ
る
予
測
値
と

実
測
値
と
の
比
較
グ
ラ
フ
」
と
い

っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
一
案
。

「
温
度
変
化
の
グ
ラ
フ
」
だ
け
だ

と
、
概
要
が
分
か
ら
な
い
。

　
・
複
数
の
グ
ラ
フ
や
図
を
同
時

に
説
明
す
る
↓
（
左
：
○
○
　

右
：
×
×
）
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

に
対
す
る
説
明
を
つ
け
る
。
こ
れ

ら
の
説
明
が
な
い
と
、
デ
ー
タ
の

見
方
が
そ
も
そ
も
分
か
ら
な
い
。

　
・
参
照
デ
ー
タ
で
あ
る
場
合
、

「
＊
」
等
を
つ
け
て
そ
の
旨
表
示

す
る
↓
〝
＊
技
術
報
告
書
○
○
―

×
×
に
よ
る
〞
と
い
っ
た
記
載
を

す
る
。
実
際
に
評
価
し
た
も
の
な

の
か
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
引
用

し
た
の
か
の
区
別
が
可
能
と
な

る
。

　
技
術
報
告
書
を
読
む
場
合
、
読

者
は
細
か
く
見
る
よ
り
も
、
ま
ず

図
表
と
結
論
の
部
分
で
概
要
を
把

握
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
行
お
う

と
し
ま
す
。

　
そ
の
際
の
理
解
を
助
け
る
の

が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
な
る
の
で

す
。
本
文
を
読
み
込
ま
な
く
て
は

概
要
が
つ
か
め
な
い
も
の
だ
と
、

読
む
側
に
解
読
す
る
た
め
の
労
力

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
技
術
報
告
書

の
理
解
を
手
助
け
す
る
大
変
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

技
術
報
告
書
の
作
成
力
は
技
術
者

に
と
っ
て
最
重
要
の
ス
キ
ル
の
一

つ
で
す
。

　
一
言
で
い
え
ば
論
理
的
思
考
力

で
す
が
、
そ
の
論
理
的
思
考
力
の

本
質
は
、
「
感
情
や
私
情
を
排
除

し
、
ど
こ
ま
で
客
観
的
事
実
を
分

か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
る
か
」
と

い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
本
観
点
に
お
い
て
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
と
い
う
の
は
、
そ
の
書
類
の
質

を
示
す
一
指
標
に
な
る
と
同
時

に
、
上
記
の
本
質
を
担
う
重
要
な

一
要
素
で
も
あ
る
の
で
す
。
ご
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

■配膳ロボット（累計稼働台数）

2023年見込 2022年比 2030年予測 2022年比
全体 9,252台 148.20% 3万 890台 4.9倍

飲食店 8,800台 146.70% 2万5000台 4.2倍
小売店 95台 190.00% 2,200台 44.0倍
宿泊施設 280台 186.70% 2,800台 18.7倍

※飲食店、小売店、 宿泊施設は全体の内数 

■デリバリーロボット（施設内）（累計稼働台数） 

2023年見込 2022年比 2030年予測 2022年比
全体 160台 149.50% 3,030台 28.3倍

小売店 25台 2.1倍 800台 66.7倍
宿泊施設 50台 166.70% 580台 19.3倍
病院 65台 130.00% 1,200 台 24.0倍

※小売店、 宿泊施設、病院は全体の内数

サービスロボット国内市場調査

人手不足背景に導入増加
外食産業で「配膳」急拡大

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
導
入
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
施
設
内
デ
リ
バ
リ

ー
ロ
ボ
ッ
ト
は
23
年
は
１
６

０
台
の
見
込
み
だ
が
、
30
年

に
は
22
年
の
28
・
３
倍
の
３

０
３
０
台
に
な
る
見
通
し
。

　
小
売
店
や
宿
泊
施
設
、
病

院
で
採
用
が
進
み
、
配
送
業

務
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
し
、

ス
タ
ッ
フ
は
本
来
の
作
業
に

集
中
で
き
る
こ
と
か
ら
導
入

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
小
売
店
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
内
の
テ
ナ
ン
ト

へ
の
郵
便
物
配
送
や
日
伝
か

ら
品
出
し
の
活
用
で
実
証
実

験
が
進
み
病
院
で
は
物
品
配

送
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
す
る

パ
タ
ー
ン
、
宿
泊
施
設
で
は

客
室
へ
の
物
品
配
送
や
リ
ネ

ン
配
送
で
活
用
が
始
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
エ

レ
ベ
ー
タ
と
の
連
携
が
必
須

で
、
シ
ス
テ
ム
連
携
の
コ
ス

ト
低
減
が
望
ま
れ
て
い
る
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

全国から会員が出席したＪＥＰ総会

Ｊ
Ｅ
Ｐ
、通
常
総
会
開
催

Ｅ
Ｃ
Ｕ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
出
展
へ
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【名古屋】ネプコンジャパン・オートモーティブワールド・スマート工場EXPO・ロボデックス・スマート物流EXPO・グリーンファクトリーEXPO　主な出展企業紹介

【名古屋　ネプコンジャパン】

■��ジャパンユニックス
　（ブース13-58）
　ジャパンユニックスは、「見える」はんだ付け
を追求し、新たな挑戦となる「下からレーザーは
んだ付け」や、多関節ロボットによるレーザーは
んだ付けなどさまざまな製品やソリューションを
紹介する。

　「下からレーザーはんだ付け」は、レーザーは
んだ付けを下から行うもの。搬送ラインにおいて
基板の反転が不要になることで治具構想も不要に
なり、インラインに最適なだけでなく、基板に対
してのはんだボール付着を低減し、上部部品面か
ら温度測定を行いながら、はんだのスルーホール
充填率を確認するなど工程品質の見える化に貢献
する。
　また同時に、国際標準化団体のIPCが主催する
はんだ付け世界一を決定する大会「IPCはんだ付
けコンテスト」を実施するほか、組立品良否判定
「IPC-A-610」、国際標準のはんだ付け技術書
「J-STD-001」などはんだ付けに関わる規格、技
術、トレーニングが記載されているIPC書籍も販
売する。

■�プルス（ブース15-38）
　プルスは、産業向けの電源装置を製造・販売してい
るドイツメーカ。生産ラインに組み込まれる制御用の
電源や工作機器、医療機器、プ
ロセスライン、鉄道、船舶など
幅広い分野で採用され、近年は

IP67に対応した耐環境向けの
新しいフィールド電源もリリー
スしている。
　耐環境電源「FIEPOS」は、保護等級IP54/IP65/
IP67に適合した分散型フィールド電源。FIEPOS 
Basicシリーズは、1系統のDC出力を備え、300Wまた
は500㍗の電力で使用できる。

【名古屋　オートモーティブワールド】
■�横河計測（ブース10-33）
　横河計測は、YOKOGAWAグループにおける計測
事業の中核会社として産業のマザーツールである測定
器ビジネスを展開し、ブ
ースではモーター・イン
バータのさらなる省電力
化と高効率化を支援する
ための、高性能な測定器
を複数連携することによ
る新たなソリューションを提案する。
　統合計測ソフトウエアプラットフォーム「IS8000」
は、高精度電力計WT5000とスコープコーダDL950、
そしてソフトウエアIS8000を組み合わせることで、

信頼性の高い電力測定値と高速電圧/電流波形、モー
タートルク波形を高精度に同期し、統合測定データと
しての表示・解析を実現する。

■アズビル
　（ブース32-38）
　アズビルは、
「製造DXのバ
ックボーンは
『自律化』」を
テーマに、長年
培ったオートメ
ーション技術に

IoTやビッグデータ、AI技術を融合することで、
今日まで実現が困難とされてきたモノづくり状態
の可視化、意思決定やリカバリー対応までを自ら
遂行する仮想パートナー「ものづくり自律化シス
テム」を紹介し、新たな〝AIと共存する現場〟
を体験できるブースを展開する。
　オーダーに基づき無駄のない最も合理的な生産
順序を決め、計画に対して遅れを予知予測、必要
な対処を貴方に提案する仮想スーパー生産管理マ
ネ ー ジ ャ ー  「 自 律 型 生 産 管 理 シ ス テ ム
（APMS） 」、原料、製造工程、製品検査のデ
ータから品質影響因子を自動で導き出し、オンラ
インで精細にモニタリングすることで品質変動の
予知予測を行い、先回りの対処を貴方に提案する
仮想スーパー品質管理マネージャー「自律型品質
管理システム（AQMS）」、生産設備の稼働デ
ータなどから、リアルタイムに機器状態を可視化
することで予兆保全を可能に、劣化指標の特定や
劣化予測によりメンテナンス時期を貴方に提案す
る仮想スーパー設備管理マネージャー「自律型設
備管理システム（AEqMS）」を紹介する。

【名古屋　スマート工場EXPO】

■ソルトン
　（ブース5-10）
　ソルトンは、産業用コネクタのプロ集団とし
て、EV・HEV・FCVならびにバッテリー関連向
けの産業用コネクタおよび関連部品の新製品や採
用実績品を数多く展示する。

　複合コネクタ「コンビタックシリーズ」は、豊
富なモジュールにより、用途に合わせ自由に最適
な組み合わせが可能なフォローティング機構付き
コネクタ。ラック取り付け用のハウジングなし、
防水対応のハウジング付と、それぞれ選択でき
る。

■�IDEC�AUTO-ID�SOLUTIONS
　（ブース30-33）
　IDEC AUTO-ID SOLUTIONSは、今日の製造業が
抱える課題となっている人手不足、多品種少量、短納
期、短ライフサイクルを解決するためのAIや画像認
識を活用した各種ソリューションを体験型展示で紹介
する。
　組み立て・検査・検品作業をする人をアシストし、
作業手順書をデジタル化し一つ一つの作業の正誤を画
像検査し結果を自動記録す
る「AI画像認識作業支援
システム」や、スマートフ
ォンでラベルを撮影するだ
けで、AIがラベルの種類
を見分けて必要な箇所だけ
の文字をOCRする「ラベ
ルAI識別OCR」、LiDAR
搭載スマートフォンでアプリを使って箱を撮影するだ
けで計測時間を大幅削減できる「スマートフォン用採
寸アプリ」などを展示する。　

■ワゴジャパン
　（ブース32-30）
　ワゴジャパンは、「基板接続」と「中継接続」
どちらも可能なWAGOマルチコネクションシス
テムに新たに
追加されたレ
バー操作タイ
プのレバー式
マルチコネク
ションシステ
ム ｢2 7 3 4、
831、832シリ
ーズ｣ を展示する。工具不要で、より線もそのま
ま圧着なしで結線でき、レバーを押し上げ、被覆
をむいた電線を差し、レバーを戻すだけの3ステ
ップ結線。装置・機器のインターフェースに最
適。
　このほか、CoDeSys V3.5によりIEC 61131-3
に準拠したプログラミングが可能コンパクトコン
トローラ「CC100」、世界最高クラスの変換効率
約96％！高変換効率でCO2削減につながるサステ
ナブルな電源「WAGOパワーサプライPro2シリ
ーズ」、幅わずか6㍉㍍の薄型設計の電子式サー
キットプロテクタ「787 -3861シリーズ」、
+24V/0Vとアース間の地絡を自動検知する「地
絡検知モジュール」などを出品する。
　また参考出品として、リサイクルプラスチック
を使用したサステナブルな製品「ワンタッチコネ
クターGreen Range」を紹介する。

■�オムロン（ブース29-24）
　オムロンは、DX関連新規事業として提供を開始し
た業務改善サービス「pengu」を紹
介する。
　penguは、業務自動化ツールと育
成プログラムがセットになった業務
改善サービス。Excelや紙帳票の提
携作業が多くて業務を圧迫してい
る、現場のIT化が進まない、進め
られる人もいない、常に人手が足りない、非効率な業
務が経営課題となっているといった課題を持っている
企業に最適で、自分で簡単に業務を自動化できるよう
にするサービスとなる。

■�ユニバーサルロボット（ブース28-24）
　ユニバーサルロボットは、可搬重量20㌔㌘、リーチ
1750㍉㍍ながら64㌔㌘と軽量の最新製品UR20を活用
したパレタイジングの他、高トルクのネジ締めや、加
工機へのワークの投入・取り出し、PLCレスで構築
するワーク搬送・組立システム、AI画像処理を用い
た高速ワー
ク仕分けシ
ステム、協
働ロボット
によるレー
ザー加工の
自 動 化 な
ど、製造現
場への導入
をイメージした6種のデモを展示する。

【名古屋　スマート物流EXPO】
■�Exotec�Nihon（ブース24-6）
　Exotec Nihonは、3次元立体走行自動搬送ロボット
「Skypod」の実機を展示し、Skypodロボットが自走
し、自らラックを昇降して商材を取り出す様子のデモ
を行う。
　Skypodは、最先端のロボット工学の柔軟性と、最
高性能の従来型オー
トメーション技術を
独自に組み合わせた
自動ピッキングソリ
ューションで、3次
元立体走行型可能な
柔軟性に優れた自動
搬送ロボットが注文品を保管棚（ラック）まで取りに
行き、オペレーターのいるステーションまで搬送する

GTP（Goods to person）方式の倉庫内保管・注文処
理システムで、倉庫の自動化・効率化を目指してい
る。
■�オートストアシステム（ブース22-38）
　オートストアシステムは、特徴的なワークステーシ
ョンを備えたコンベアポート、カルーセルポートを展
示する。コンベアポートは最もシンプルな形のワーク
ステーションで、ビンはコンベア上に落とされ、グリ
ッドの外側の開口部に移動する。カルーセルポート
は、ロボットと連携して常に次のビンを準備できるよ

うに、オペレーターと連動するよう設計されており、
全方向に自由にスライドする再設計された安全カバー
と、緊急停止オプションが追加された新しい安全ボッ
クスを備えている。
■�リンクス（ブース23-34）
　リンクスは、「iRAYPLE棚搬送型AMR」を用いた
棚搬送フリーロケーションデモなどを展示するほか、

3DセンサーGocator「荷物サイズ計測ユニットforコ
ンベア」を使い、ベルトコンベア上を流れる荷物を

Gocatorで瞬時に3辺サイズ計測し、iRAYPLEのコー
ドリーダでバーコードを読み取り、荷物情報と関連づ
けるシステム、豊富なラインナップと強力な読み取り
機能を備えた「iRAYPLEコードリーダ」、ソフト
PLC  CODESYS搭載I I oT対応一体型PLCの
『TRITON』と『iRAYPLEコードリーダ』を組み合
わせたソリューションなどを提案する。
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　INSTAXは、1998年に発売したアナログインスタ
ントカメラで、日本ではチェキの名称で知られてい
る。現在はアナログインスタントカメラからハイブリ
ッドインスタントカメラ、スマホプリンターへとライ
ンアップを拡充し、グローバルでも日本からスタート
して現在はヨーロッパ・アメリカ・中国・東南アジア
など世界100か国以上で展開している。

■�フジテック、滋賀県彦根市の本社敷地内にエ
レベーター部品の品質に特化した解析・評価
センターを建設

　フジテックは、エレベーターの部品解析・評価セン
ター「（仮称）品質ラボ棟計画」を、滋賀県彦根市に
ある本社・研究開発・生産拠点「ビッグウィング」の
敷地内に建設する。
　同施設は、エレベータ
ー各種部品の性能・信頼
性・安全性を評価する実
験設備や、走行テストな
どを行う検証用のエレベ
ーターを備える。従来は
商品開発における技術の
機能評価と一体となって
進めてきた実験・検証を、本施設にて品質面に特化し
て行うことで、品質管理の強化や商品の性能・信頼性
の向上につなげ、据付工事の効率化に向けた工法なら
びに既設昇降機の品質担保に関する検証も行う。2025
年2月の完成予定。

■�トクヤマ・チヨダジプサム、北海道室蘭市に
廃石膏ボードの再資源化の新工場

　廃石膏ボードの再資源化を事業とするトクヤマ・チ
ヨダジプサムは、三重本社工場、千葉県の関東工場に
続く第三の拠点として建設を進めていた室蘭工場（北
海道室蘭市崎守町）が稼働開始した。
　新工場では、北海道一円から廃石膏ボードを収集
し、再結晶化した二水石膏の製造・販売する。住宅の
壁や天井などの防火材として広く普及している石膏ボ
ードは、リフォームや解体により廃棄量が年々増加
し、道内でも埋め立て処分場の確保などに課題が大き
く、リサイクルへの期待が高まっている。

■�木村工機、大阪府八尾市の八尾製作所に工場
棟建設

　業務用空調機メーカーの木村工機は、大阪府八尾市
北久宝寺の八尾製作所に新工場棟を建設する。
　八尾製作所は複数の建物で構成され、その多くは竣
工後60年近くが経過していることから、生産効率の向
上を目指し、順次建て替える予定。主工場棟と管理棟
の建て替え工事が順調に進捗しており、経済活動も正
常化し受注も堅調に推移していることなどから工場棟
の建設に着手することとした。
　新工場は2階建で延床面積2465平方㍍。完成は2025
年10月の予定。

■�日鉄エンジニアリング、千葉県富津市に座屈
拘束ブレースの実大試験設備を新設

　日鉄エンジニアリングは、千葉県富津市の日本製鉄
技術開発本部REセンター内に座屈高速ブレース「ア
ンボンドブレース（UBB）」の実大試験を行う一軸

国内

■�AeroEdge、栃木県足利市に航空機エンジン
部品生産の新工場建設着工

　 A e r o E d g e
は、栃木県足利
市寺岡町に新工
場を建設する。
　同社は、商業
用航空機である
仏エアバス社製
A320neoファミ
リー機と米ボーイング社製737MAX機に搭載される
LEAPエンジン用部品のチタンアルミブレードの量産
・販売を主力事業とし、新工場では航空機エンジン部
品の新規量産技術の開発とチタンアルミブレード以外
の新たな量産事業を展開することを目指す。投資予定
額は18億8300万円。2024年6月投資完了予定。

■�住友重機械モダン、千葉県富津市にプラスチ
ック押出成形機の金型生産に特化した新工場
オープン

　住友重機械モダンは、千葉県富津市にプラスチック
押出成形機の金型生産に特化した富津第二工場を新設
した。新工場で生産する金型は、プラスチック押出成
形機の要となるもので、これまで横浜・千葉などの複
数の拠点で生産してきた。新工場開設に伴って分散生
産を一拠点に集約することで生産効率を上げ、最重要
部位を全て新工場内で生産できる体制になる。
　敷地面積は9332平方㍍、建屋面積は3979平方㍍。

■�クボタ、大阪府枚方市の枚方製造所で石油化
学プラント用反応管の生産能力を増強

　クボタは、主力工場の大阪府枚方市の枚方製造所に
生産ラインを増設し、石油化学プラント用の反応管の
生産能力を増強する。石油化学プラントの新設や設備
更新に伴う需要拡大に加え、カーボンニュートラルに
おける新エネルギーとして注目されている水素製造工
程などにおける需要を見据えたもので、枚方製造所の
年間生産能力を現在の約180%に引き上げる。2026年4
月稼働開始予定。投資額は、約44.5億円。

■�富士フイルム、神奈川県南足柄市の神奈川事
業場足柄サイトでチェキフィルムの生産設備
を増強

　富士フイルムは、INSTAX〝チェキ〟の世界的な

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

海外

■�トヨタ紡織、広東省広州市に自動車内装品の
新工場

　トヨタ紡織の中国子会
社の広州桜泰汽車飾件有
限公司は、中国広州市の
小虎島工業団地に新工場
建設する。
　新工場は、今後の生産
能力増強に備えるとともに、広州地区の自動車部品の
物流効率化と競争力向上を目指す。建屋は2024年9月
に完成させ、2024年以降にシートやドアトリムなど
の生産を開始して、広汽トヨタ自動車に供給する予
定。鉄骨造地上2階建てで、敷地面積は約8万2000平
方㍍で、延床面積は約5万5800平方㍍。

■�JFE商事、メキシコ・グアナファト州でレー
ザーブランキングライン導入

　JFE商事のメキシコのグループ会社のJFE Shoji 
Steel Service Center Bajio（JSSB）は、レーザーブ
ランキングラインを導入する。
　今回の設備投資によりスリット加工に加え、ブラン
キング加工も可能となる。同設備はレーザーによって
ブランキング加工を行うため、顧客による金型の製造
やメンテナンス、保管場所が不要となるだけではな
く、加工の制約がなくなることにより、ニーズに対し
て柔軟に対応できる体制となる。稼働開始は2024年6
月を予定している。

■�島津製作所、中国での質量分析計の生産強化
に向けて蘇州の工場を拡張

　島津製作所は、液体クロマトグラフ質量分析計
（LC-MS）とガスクロマトグラフ質量分析計（GC-
MS）の安定的な供給に向けて、中国国内で質量分析
計の上位機種の製造を開始する。
　同国ではLC-MSやGC-MSの臨床向け需要が増大
し、中国政府も国産医療機器を優遇する「輸入品の政
府調達に関する監査ガイドライン」を2021年5月に発
表しており、分析機器、医療機器における政府調達時
の国産品比率の目安が示されている。
　これに対し同社は、2 0 2 2年1 0月から試験的に
LC-MSやGC-MSを中国で製造を開始しており、今秋
より本格的に生産・出荷を開始する。製造を担当する
島津儀器（蘇州）有限公司（SSM）は、同社が中国
で販売する分析計測製品の約2割を製造する工場で、
LC-MSに加えて
GC-MS、ガスク
ロ マ ト グ ラ フ
（GC）、エネル
ギー分散型蛍光X
線 分 析 装 置
（EDX）などの
上位機種の製造開
始 に 伴 っ て 、
2024年夏の竣工
を目指し工場を拡
張していく。投資
額は約30億円。

需要増に合わせ、
神奈川事業場足柄
サイト（神奈川県
南 足 柄 市 中 沼
210）に約45億円
を投じてチェキフ
ィルムの生産設備
を増強する。2024
年秋より順次稼働
する予定で、これ
によりチェキフィ
ルムの生産能力は
約2割向上するこ
ととなる。

・斜め載荷試験
機を新設した。
　 U B B は 、 地
震の揺れから建
物を守る建築部
材で主に建物の
筋交い材に用い
られ、軸力を負
担する中心鋼材
（鋼板）をモルタルと鋼管で拘束した座屈拘束ブレー
ス。これまで性能試験を自社試験機（一軸、最大軸力
±3000kN）、と海外の大型試験機を使って行ってき
たが、さらなる技術データの取得・分析やUBBの大
型化に伴う大軸力への対応を実現する新試験機を導入
した。

■�川島食品、北海道釧路市に食肉加工品の新工
場建設

　川島食品は、北海道釧路市益浦に食肉加工と食肉加
工品製造の新工場を建設する。
　同社は、イタリア料理店やフランス料理店などのレ
ストランを顧客とする精肉卸売業で、新工場の建設に
よってレストラン向けの食肉加工品の製造を行うこと
でレストランの人手不足をサポートし、合わせて一般
消費者向け商品も製造も行う。また北海道で一番多い
ジビエ肉であるエゾシカ肉の安定供給に向けた処理施
設としても機能も担う。
　初期投資は39億円。敷地面積は8287.31平方㍍、延
べ面積は3429.76平方㍍。10月に着工し、2024年10月
に竣工し、2024年11月に稼働開始予定。

■�PSジャパン、岡山県倉敷市の水島工場にポ
リスチレン樹脂のケミカルリサイクル実証設
備を新設

　PSジャパンは、岡山県
倉敷市の水島工場にポリス
チレン（PS）樹脂のケミ
カルリサイクル（CR）実
証設備を新設した。
　PS樹脂は、食品容器包
装をはじめ、家電製品や産
業資材製品に使われ、従来
のメカニカルリサイクルでは食品接触用途に戻すのは
課題が多いという難点があった。CRでは、再生産さ
れたPS樹脂が食品容器包装にも使え、PS樹脂製食品
容器包装の水平リサイクルに道を開くものとなる。今
後実証運転を進め、使用済みのPS製品の再資源化に
よるスチレン資源循環システムの構築を本格化させ
る。

■�日新電機、京都市の本社工場に蓄電池システ
ムを導入　再エネアグリゲーション実証

　日新電機は、本社敷地内に蓄電池システムを導入
し、再生可能エネルギー（再エネ）アグリゲーション
実証に取り組む。
　同社は需要側の調整力として本社敷地内に自社開発
の蓄電池用パワーコンディショナ（PCS）にリチウ
ムイオン蓄電池を組み合せた蓄電池システムを導入
し、再エネアグリゲーション実証として、再エネアグ
リゲータ、自治体と連携した需給調整を行い、再エネ
アグリゲータからの調整指令に対する応答性能や蓄電
池の価値を高める事業モデルの検討などを実施する。
着工は2023年9月、運転開始は12月を予定している。


